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食品衛生レビュー№59●鶏卵が関係したサルモネラ食中毒死亡事故とその対策
2011年８月に「生卵入りオクラ納豆」を食べて死亡した70歳代女性の遺族が鶏卵生産者及び販売者に対し損害賠償を求めた裁判について、3月28日に宮崎地裁延岡支部で判決がありました。約4,900万円の求めに対して、生産者に約4,500万円支払うよう命じました。そこで、この事件の概要とこの事件の教訓及び対策等について述べます。
食中毒事件の概要
　2011年8月5日、宮崎県延岡市の家庭において自宅で調理した「生卵入りオクラ納豆」を家族４人で夕食（午後7時）に食べたところ、翌日未明から70歳代の夫婦、10歳代の孫の男性の3人が嘔吐、下痢、腹痛なども症状を呈した。入院治療を受けていたが70歳代の女性が、7日に感染性胃腸炎で死亡した。宮崎県の調査で、患者と摂食した鶏卵から採取されたサルモネラが同一血清型（Salmonella Bareilly）であった。なお、サルモネラは2,300以上の血清型に分類されている。
民事裁判
　2012年4月に、死亡した女性の遺族5人が生産者、販売者を相手取り、「衛生状況を十分に確認して出荷、販売する義務があるのを怠った」として、約4,900万円の損害賠償を求めて宮崎地裁延岡支部に提訴した。
　2013年3月28日、宮崎地裁延岡支部の判決では訴えをほぼ認め、生産会社及び代表者に対し約4,500万円支払うよう命じた。なお、販売会社については「責任は問えない」として訴えを退けた。
今回の食中毒の鶏卵の保存方法等
　行政の調査報告書が公表されていないので保存不明だが、新聞記事では購入日は、摂食日の3日前の8月2日であった。割卵調理後直ぐに摂食したかも不明。
鶏卵の賞味期限とは、生食できる期間
　1990年代の調査で、鶏卵は１万個に３個サルモネラ（Salmonella Enteritidis）に汚染されているとの報告があった。それ以降調査した人がいないので不明だが、多分汚染の割合は下がっていると考える。
　たとえ、卵の中へサルモネラが入ったとしても、一時的に卵黄膜に成分によって増殖は抑えられる。しかし、卵黄膜は保存温度及び保存期間との一定の関係で弱化し、弱化するとサルモネラが増殖する。卵黄膜がしっかりしている間が生食できる期間とされ、平均気温をもとに、各ＧＰセンター（格付け、包装施設）が賞味期限を設定している。通常、夏期の賞味期限は、産卵から13日程度としているＧＰセンターが多く、温度変化が大きいと卵黄膜の弱化が進むので、鶏卵のパックには賞味期限と「お買いあげ後は冷蔵庫（10℃以下）で保管してください」などの保存方法を表示することが義務付けられている。
私が経験した鶏卵が原因と考えられるサルモネラ食中毒
１．幼稚園給食
自園で調理した生卵を使った「かき揚げ」が原因食品で、加熱不十分であったと考えられた。患者数が200人を超えるサルモネラ（S. Enteritidis）食中毒。残っていた卵を検査したがサルモネラ不検出。ＧＰセンターまで遡り調査をしたが、他からの苦情等がなく鶏卵とは特定できなかった。
２．家庭内食中毒、子供死亡
おそらく生卵が原因と思われ、10歳以下の子供が死亡したサルモネラ（S.Enteritidis）食中毒。家庭の冷蔵庫に口の開いたＧＰセンターが異なる鶏卵２パックあった。残品を検査したがサルモネラ不検出。ほぼ同じ頃、県内でもう１件サルモネラ食中毒で子供が死亡した事故が発生していて、血清型が同一であった。残っていた卵を検査したがサルモネラ不検出。しかし、両家庭に残されていた鶏卵は、東北の同一のＧＰセンターでパックされた鶏卵であったので、当該県に調査を依頼したが、他には同様な苦情は無いとの回答で、原因は特定できなかった。
　　このように、汚染率が極めて低いので残品から検出されるのは、極めてまれである。
教訓及び対策

１．70歳代の女性でも4,500万円
　　定職を持たない70歳代の女性でも、食中毒での死亡で、約4,500万円の支払い命令。日常から食中毒等の事故防止に注意しなければならないが、保険の加入も考えておく必要がある。
２．鶏卵の賞味期限は生食できる期限
　　鶏卵の賞味期限は生で食べられる期限。温度変化によって卵黄膜の弱化が進むので、購入後は冷蔵庫に保管する。

３．割り置きはしない

　　割卵すると卵黄膜が破られ、細菌が急激に増殖するので、割卵した液卵は直ぐに使う。親子丼、かつ丼などに鶏卵を使うが、一人前ずつ割卵する。ヒビの入っている場合には生では食べない、提供しない。
４．事故が発生すれば最終提供者が問われる

飲食店で食中毒が発生すれば保健所で残品も検査しまるが、鶏卵からサルモネラが検出されても、最終提供者である飲食店が責任を問われる。
なお、2011年11月には沖縄県の家庭において、生卵が原因とは特定されていないが、８歳男児が生卵を食べた後にサルモネラ（S. Enteritidis）食中毒になって死亡している。（笈川　和男）
